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アメリカ西海岸における海洋研究について

ウッズホｰルやスクリップスなど米国の著名な海洋研究所はそ

の業績など日本国内で一般によく知られている.しかし日

本にあまり知られていない州所属の海洋研究所などでも着実

に業績をあげ専門家に高く評価されているものが多い.今

回1974年9月米国で開かれたUJNR海底地質専門部会の第

3回合同会議の機会にアメリカ合衆国西海岸のUSGSのメン

ロパｰク支所の海洋地質課をはじめワシントン州･オレゴン

州･カリフォルニア州にある海洋研究所･関係機関を視察する

ことができたので以下に概況を紹介する.
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1.米国地質調査所(USGS)

灯SGSの海洋地質調査業務と体制

USGSは連邦政府内における海洋地質研究の中心的実

施機関でありその海洋計画の重点は外側大陸棚(O-

uterContinenta1She1f)地域を重視したオフショア海域

の海底地質資源の調査地図作成および評価におかれ

調査の実施に当っては他の政府機関あるいは大学との協

力が図られている.

海洋調査計画のそれぞれの役割の内容は次のように

示される.

盛谷智之

①資源評価:将来業界による有用鉱物燃料資源

の発見の可静性の高い地域に重点をおいた大陸棚地域の

系統的校調査地質図作成および資源評価を行なう.

この評価は内務省が鉱物資源開発の鉱業権賦与規制を

行なう際必要とされるものである.

②広域的外側大陸棚地質解析調査:広域的地質構

造･層序のマッピングを行なう.これは大陸縁辺の有

用鉱物･燃料資源の評価のみならず地質環境のバックグ

ラウンドデｰタを提供し外側大陸棚の資源管理'多目

的利用計画に対して重要な役割をもつ.

③地質過程の研究:有用鉱物鉱床の分布を規制

しあるいはこれら鉱床の開発において配慮を必要とす

る地質過程の研究を行なう.これらには堆積物の運動

断層および地震海底斜面と基盤安定性などカミ合まれる.

これらの成果は環境基準(baselines)および影響の評

価に必要な情報としても貢献するものである.

④海洋工学的研究:申請された沿岸海洋構造物

の建設場所の地質条件と危険性についての判定と評価を

行なう.
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第1図米国地質調査所内海洋関係組織図(1974年現在)

部局の訳制ま小野晃司:アメリカ合衆国地質調

査所地調月報241973を参制こした.

⑤河口域システムの研究:主要河口域における

微量元素の分布･挙動を調べる.これらの研究は地質

過程の影響や環境基準の確立に関連する重要な地球化学

的情報を提供する.

USGS内における海洋調査担当部局は地質総部(局)

に所属し1962年に設買された海洋地質部である(組織

図参照).海洋地質部はバｰジニア州レストンのナシ

ョナノレセンタｰに少人数の管理的業務部門を虞き研究

部門は各海域を対象とする2課すなわち太平洋北極海

および大西洋メキシコ湾の両海洋地質課として配置さ

れている.太平洋北極海海洋地質課はカリフォルニ

ア州メンロパｰクと王都はラホヤ(従来の研究施設)に分

置され米国太平洋岸アラスカ北極海沿岸地域を担当

している.大西洋メキシコ湾海洋地質課はマサチュ

ｰセッツ州ウッズホｰルおよびテキサス州コノレバスクリ

スティの2つの従来の研究施設を含めたもので前者が�
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米国大西洋岸後者カミメキシコ湾カリブ海地域を分担

している｡またメンロパｰクを除いた他の3つの施

設はいずれも有力な大学海洋研究所の所在地にあり相

互の連絡を密にし共同調査研究など効果をあげている.

ウッズホｰノレ分室とウッズホｰノレ海洋研究所コルパス

クリスティ分室とテキサスA&M大学ラホヤ分室とス

クリップス海洋研究所のような関係がそれである.

これら各施設を含むUSGS全体の海洋調査計画活

動については地質ニュｰス185号(坊城俊厚:米国の

海洋地質調査についての一資料)に詳しい紹介があるの

でそれにゆずりここでは今回訪問したメンロパｰクの

太平洋北極海海洋地質課の現状を中心に報告しておく.

恋おUSGSの海洋部門全体の予算は正確な数字は得

ることカミでき狂かったカミ約17百万ドノレであり太平洋北

極海課カミその内6～7百万ドル(1973年度)の規模と

の語であった.比較のために示すと同年度のUSGS

の全予算は約151百万ドノレである.

太平洋北極海海洋地質課の活動

カリフォルニア州メンロパｰクに置かれたこの課は

USGSの海洋部門のなかで最も規模が大きい.現在

人員は専門研究者約40人その他技術者･秘書事務職

員など合わせて約100人である.これに加えて調査船

乗組員約25人を維持している.庁舎は1棟(研究室

事務室実験室会議室など)と別棟(岩石試料処理室

工作室調査機器整備保管室サンプル倉庫など)が

あるカミ現在では業務拡張につれ手狭になり付近に新

しい庁舎用地を探しているとのことであった.

調査船は従来から使用していたポラリス(Po1aris)

号に加えて最近国防省からS.P.リｰ(Sa皿uelP.

Lee)号カミ移籍された.両調査船の特長は次のとおり

である.

Po1aris号:

長さ96フィｰト

幅20フィｰト

トン数(装備時)425トン

乗組員5人

研究員8人

建造1937年国防省より移籍(改造)1966年

S.P.Lee号:

長さ208フィｰト

幅36フィｰト

トン数(排水装備時)1,297トン

航行速度11ノット

航続時間60目

乗組員20人

研究員!5人

建造1970年国防省より移籍1974年

S.P.Lee号はこれまで海軍海中研究開発センタｰ

(Nava1UnderseaResea工｡hCente工)に所属していた海

洋環境調査船である.海洋地球物理化学生物地

質など各種デｰタの収集という幅広い調査を目的として

つくられたものである.船位測定には人工衛星.オメ

ガその他の電波測定装置を音響測定用に船体装着と曳

行体型トランスデュｰサｰハイドロフォンをまた小

型潜水船の作業から採泥･採水用までの各サイズ型のク

レｰンウインチ類を備えている.現在これを地質調

査専用に一部改造･装備中でありマノレチチャンネル音

探装置を装備する予定である.船長のMr.Jo亘NCox

がとくに強調していたのは船の修理や改造などを乗組

員の技術により自前でやっているということである.

なお近い内に環境関係の仕事のため長さ150フィｰ

ト前後の船を入手するよう努力中とのこのであった.

次に太平洋北極海海洋地質課が担当する海洋地質調査

計画について合同会議でのDr.DAYIDScH0LLの報

告にもとづいてのべる.

この課の任務は太平洋沿岸およびアラスカ沖の大陸

写真1USGSの調査船S.P.LEE号メンロバｰク東方のサン

ブランシス目湾内のバｰスに碇泊バｰ･ス用地は港湾周から

年6千ドルで借りている.

写真2S.P.LEE号のブリッジ左からMr.J0HNCox船長

Dr･FRANKWANG,ParkD.SNAv肌Y部会長�
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縁辺の海洋地質調査であり大陸棚･大陸斜面の海底下

の構造･層序だと地質状況の把握と石油･天然ガスな

ど海底鉱物資源の賦存可能一性の評価人口集中地域に近

接する地域の地質的災害の予知など環境地質的研究お

よび漁業レクリエｰションなど海域利用への基礎的情

報の提供などを目的としている.

調査研究は現在次の6地区について実施し1部は

他機関との共同あるいは委託調査のかたちをとり地球

物理･地質･地球化学など専門家を集めた調査グルｰプ

を編成してこれに当っている.

北極海(チュクチュ海)地区(沿崖警備隊の協力で砕氷船

を使用地質構造と石油賦存可能一性調査)

アリュｰシャ!･べ一リング海地区(最初陸棚の地質構造

と石油賦存可能性の調査漸次深海部に移行)

アラスカ湾地区(ワシントン大学に委託堆積物と地質構

造石油賦存可能一性の調査)

ワシントン･オレゴン沖地区(海底下の断層その他の構造

の追跡と石油賦存可能性の調査)

カリフォルニア沖地区(資源評価のための堆積物活断層

構造などの調査)

カリフォルニア国境沖地区(資源評価のための堆積物濡

断層構造泣どの調査)

これを見て気付くことはUSGSの海洋地質関係の経

常楽務が同国沿岸の大陸棚に限られておりまた基礎的

な地質構造の解明に重点がおかれていることである.

したカミって深海とメキシコ以南の大陸棚については特別

な場合にのみ実施している.またこれらの業務の実施

にあたっては通常研究員を構造解析関係と海底堆積物

調査の2チｰムにわけているとのことであった.

河口域の研究としてはサンフランシスコ湾たどでの

地質水理地球化学的デｰタの集収と解析をあとで

のべるサンフランシスコ湾地域環境資源計画プロジェク

トの構造地質環境地質応用地質学的な研究と関連し

ながら進めている.

これはモデル化カミ非常に困難であるためむしろ経験

的記載的な方法を現在用いており老大な要素を科学的

に整理できる段階には暫く時間カミかかりそうであった.

また『環境』という言郵芋現在では各国共公害に関

連した用い方が優先しているようであるがこの場合は

必ずしもそうでもなくむしろ自然現象の総合的な把握

をEnviron㎜enta1Studiesと呼んでおり公害防止に

役立つのは副産物に近いようだ態度も見受けられたが

はっきり定義づけているわけではたいとのことであった.

一方陸上の図幅調査と密接な協力態勢がとられており

湖水河川湾内などの地域で小舟艇を借上げて物理探

査を実施している.これらはプロジェクトとしては小

さな規模のものであるが地質構造の解明に大きく貢献

しておりその意義は大きい.また堆積物のアイソト

ｰプ地球化学的研究も行なっておりこの二種のプロジ

ェクトヘの要求は年々高まってきている.

将来のUSGSの海洋地質研究の進むべき方向として

DAmScH0LLは次のようなことを考えているようであ

る.すなわち地球物理的方法は非常に重要であり

重視して行くが現在はこれのみでは地質を完全に把

握できないという段階に達したので今後は海上試錐と

ドレッシングも重要視して行く.またスクリップス海

洋研究所で開発したのと同様なディｰプトウ型探査シス

テムの採用を考えているこれは物理探査センサｰを板

るべく海底に近づける方法であって急斜面などには大

きな威力を発揮する.概ね以上の説明であった.も

う少し地質対象または考え方桂とについて聞きたかっ

たので多少物足りなかったがしかしこれもhardware

Orientedな海洋地質研究の現状で

は止むを得なかったことかも知れ

ない.

現在のUSGSの海洋地質プロジ

ェクトを推進する上でいくつかの

悩みが当然ある.この内最も大

きいものは船を効果的に運航する

と地質家達が測定や観測に追わ

れて調査結果から科学を生み出

す時間的余裕のないことのようで

ある.これには結局各航海に

乗船する地質家1地物家の数を減

らすしかない.'したがってでき

れば地質家地物家は各!名

その替り航海中はこの連中よりは

写真3NO品の調査船SURVEYER号写真4

NOAAの調査船RAINIER号�
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蓬かに有能で役に立つ技術者(Technician)を10名程度

乗せるような最終目標を考えているとのことであった.

メンロパｰク分室の研究者達については今回ふれる

余裕がないが課長が交替したことをつけ加えておく.

従来課長はP畑KED･SNA冊LYが海洋地質部の創設

以来As率tantChiefGeo1ogistと兼務してきたが最

近席を1934年生れの著いDAmSc亘｡mにゆずり自

分は役職をはなれ後見者的立場で活躍を続けている.

D灯IDSc亘｡エLはスタンフォｰド大学出身のPhD海洋

地質学者でUSGSにあってはアリュｰシャン･べ一リ

ング海域を含む北太平洋海域の地質･地球物理学的研究

を実施このほかJOIDES計画への参加大学での講

義など幅広い活動を行なっている.

なおウッズホｰル分室の情報として筆者が1970年

に滞在時には人員が10人程度であったカミ最近では約30

人に拡大され大プロジェクトとしてジョｰジズバンク

海域の地質構造と石油賦存可能性の調査を連邦と州

の共同予算で実施する方向であると聞いた.

サンフランシスコ湾地域環境資源言栖研究プロジェクト

米国では環境問題に関連して連邦政府諸機関の協

力により都市開発地域の環境･資源の開発利用･保全に

関する広域的研究がすすめられている.沿岸河口域に

おける研究としてはサンフランシスコ湾と東部のチェ

サピｰク湾のものカミ規模か大きく有名である.沿岸海

洋地質調査とも密接な関連があるのでUSGS太平洋地

区研究センタｰ内にあるプロジェクト事務局に担当者の

Dr.Ro囲RTBROwNを訪問し研究の現状について説明を

受けた.

USGSの都市開発地域の研究計画は地域都市計画の

作成修正運用などの基本的なデｰタを収集する目的

で1971年から始められた.その重点は①地質的災害へ

の土地利用の影響の確認②水資源の評価と計画および

③地質水理地形デｰタと地理学者によって集収･解

析された土地利用や他のデｰタとの調整におかれている.

サンフランシスコ湾地域研究プロジェクトは1部連

邦住宅都市開発舎からの予算補助を受け関連の他の政

府機関･州･市とも連絡をとって進めている.調査は

地質水理地形地理地球化学生物など広い分野

の専門家が参加して行なわれている.

これ≒の研究成果は3シリｰズの報告すなわち基

礎デｰタ報告技術報告解釈図として刊行されている.

この中には彩色のちがいで示された地形傾斜角度図

傾斜面安定図活断層図地ヒり図津波冠水予測図

写真5NOAA太平洋調査船基地運航管理部門での会談

左からAdm.H,P.LIp正0LDDE.Ro囲RT

BUENsPARKED.SNム平皿Y(USGS)

洪水予測図など各種の図カミ合まれている.これらの図

は州や連邦の都市計画担当者にとって非常に有効恋情

報として役立っている.

このよう溶サンフランシスコ湾地域の研究をモデルと

してシアトノレのPugetSomdデンバｰフェニクス

のTu･sonピッツバｰグなどでも同様柱研究計画が進

められている.

2.米国海洋大気局(NOAA)太平洋研究所

(Pac茄｡Oceano釦aphicLaboratory)

太平洋研究所はワシントン州シアトルにありNO^

(Natidna1Oceanic&At㎜osphericAdministration)

の海洋調査所(NOSNationaIOceanSurvey)に所属

する1つの地区センタｰである.ここでは所長の

D工･ROBERTBU酬sによる研究所と調査船基地の案内と

説明を受けることカミできた.Dr･BUBNsは第2次世

界大戦前はUSGSにあって変成岩地帯の図幅調査に従

事したカミ戦時中船に乗りそれが契機で海洋地質海洋

物理の分野に入ったという経歴の持主でUJNR海底地

質専門部会の委員でもある.

NOAAは周知のとおり米国における海洋科学技術

の一元的推進機関をめざす構想から1970年7月いくつ

かの機関を統合して設立されたものである.当初の構

想からほ大幅に後退したものになったが海洋専門機関

としては!972年度で職員数13,000人海洋研究計画予

算額134百万ドノレと世界最大規模のものと放った㌧そそ､

の後･…年に相当の人員･機構整理1ミあった1ミ坤

大機関であることに変わりはない.その1972年度吾ζ努

ける組織は第2図あとおgである.このたかで海洋鉱

物技術七ンタｰはすで牢閉鎖されている.

NOハAの本部はメリｰランド州のロックビルにある

が各研究部門は各地区に分室をもっている.シアトル�
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����局�長���

����次�長���

����局長補佐����

�海洋資源担当補佐官��環境監視予報�����

���担当補佐官���科学技術担当補佐官��

�����

�シｰグラント事務局��NOAA船団管理官���政策企画担当補佐官�総務担当補佐官�

海澤漁薬���海洋調査部�気象繁務部��環境デｰタ�環境衛星�環境調査

サｰビス部������サｰピス都�サｰピス部�研究部

���*国立デｰタブイセンタｰ�東部海域課��*環境科学情報センタｰ�デ�

*漁業調査センタｰ�I�地球科学研究������

*水産物加工技術センタｰ��*海洋計測センタｰ��南部海城課��国立気象センタｰ�タ�

北東海域課���*国立測地調査センタｰ�西部海域課��国立海澤デｰタセンタｰ�収�所海洋学祈究所

����中央部海域課��国立地球物理デｰタ�集�

繭東海域課��太平洋海洋研究所�ス'ア�航空･字宙研����

北西海域課��大西洋海洋研究所��太平洋海域課��センタｰ�究所�

����アラスカ海域課��*航空･宇宙デｰタセンタ_�1�

南西海域課��湖沼調査センタｰ�大気研究所�����

アラスカ海域課�シヨ�*海洋鉱物技術������

ン�センタｰ�������

第2図

海洋大気局(NOAA)

の機構(1972年現在)

*印は新たに編入され

た機関

出所｢Fede咀10㏄an

PrOgram1972.4｣

ほ太平洋岸の根拠地でここにNOSやERL(環境調査

研究部)など研究部門の各分室が集まり調査船運航管

理部門が置かれている.

調査船基地

この基地はシアトノレ市中心部に入り込んだ静かな内

湾レイクキヤニオンに面してある.シアトノレ地区NO

ムA庁舎の海側にゆったりとした間隔をとったバｰスの

列カミありそこに大小各様の調査船群カミ並んだ状況は壮

観である.シアトノレ地区に置かれた調査船灘には最大

のオｰシャノグラファｰ号それに次ぐサｰベイヤｰ号

から小型のボｰトにいたるまで各規模のものカミそろって

いる.ただしこれらが皆そろうのはクリスマスの時だ

けといわれる.また他地区の配属船でも使用休止申の

ものは港の条件が良いのでシアトノレに碇泊されるとのこ

とであった.訪問時には十分な運航費カミないとの理由

船名�長さ��

�フイｰト)�トン数�建造年

鴛鴛p㌻号)�303�3,959�1966

Surveyer号�292�3,150�1960

Researcher号�278�2,800�1970

Pa伍fnder号�229�2,000�1942

熱も二)���1967

�231�ユ,800�1960

燃鴛)���196b

�����

����

Fe耐e1号�133�820�1968

鴬二号)�163�760�1962

�����㈶���

Ffee血an���

でサｰベイヤｰ号はじめか柱りの数の船が休んでおり

港内は逆に賑やかであった.

写真6ワシントン大学の広々とした構内

写真7ワシントン大学海洋学部の教育研究棟�
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NOS(海洋調査所)全体の主力調査船灘には表にあげ

たようなものカミある(USTハンドブック!973による).

調査船運航の責任者であるH･R.LIPP0LD少将は

N0んへ運航部門の役割は船の運航と科学調査業務の

支援にある.このためNOんへでは技官を2～3ヵ月

訓練して船の運航作業をやらせ科学者が僅かでも調査

業務が遂行できる特殊な体制をとっていると語っていた.

また最近では女性の観測員も採用されている.

太平洋研究所の調査業務

NO鮎の海洋調査所では地球物理的海洋環境観測

業務を行なっておりこれは海洋とくに大陸棚および大

陸斜面の水深測量や地球物理的海図の作成を目的として

いる.この点で同じく外側大陸棚地域に重点をおい

た調査と地質構造を示す地質図の作成地球物理的解析

を行なっているUSGSとは当然業務上重複があり調

整を必要とする関係にある.しかしNOんへは海

洋環境すなわち海洋の性質と循環過程全体を理解するた

めの海底の地球物理的デｰタを測定する基線調査(bか

sひ1inestudies)と環境評価に重点をおき自ずから任

務が異なっている.むしろNO^とUSGSの両者

の補完的な調査計画によって鉱物資源の調査と評価お

よび環境管理のための基礎的情報を提供できるのである.

NO岨太平洋研究所の主要調査対象海域は天皇海

山以東の北太平洋をカバｰする広い範囲であるが最近

では遠洋から米国沿岸に移行し集中している.遠洋に

ついては目下再開の見通しはないとのことであった.

現在のプロジェクトには次のようなものカミある.

①アラスカ湾の研究

海洋環境全体の解明を目的とした短期間のプロジェクト

諸機関の協力による総合研究とする方針でNOAAは海

洋物理･生物の調査に集中し地質はUSGSが担当する.

NOAAも調査の際地質調査を行なうがこれは他の調査

�

のチェックのために行なうもgであ季.

上記の形式による総合研究はこのほか南部テキサス地域

米国大西洋岸カリフォルニア沖でも計画されている.

.河口,域の研究

都市廃事物船舶排出物の環境への影響を調査するもので

シアトルρPuget湾地区をとりあげている.ニュｰヨｰ

ク湾でも同様のプロジ子クドが行たわれている｡

深海底鉱物資源の開発による環境への影響調査

がつて海洋鉱物技術センタｰにいたMr.Jo亙NW.PADAN

(むJNR海底鉱物資源専門部会米側部会長)カミ担当しマ

ンガン団塊を採鉱した場合の海洋環境への影響を知ること

を目的としている.特定の地域での基準定線(base-line)

調査を2～3年やり試験採鉱を行ないその後期間をお

いて影響を調査する.1973年に最初の基準定線調査を実

施1975年3月に作業実験と調査をやりたいとのことであ

った.

3.ワシントシ大学海洋学部

�数���瑯晏捥慮�牡�礬��敲��潦

坡獨楮�潮�

米国の大学海洋学部としてはPhDコｰスが10数校

BS(学士)コｰスのものが10枚あまりあるといわれる.

PhDコｰスをもつものの恋かでその伝統と規模から

3大海洋研究所と呼ばれるのカミズクリップス海洋研究

所ウッズホｰル海洋研究所ラモントｰドハテイ地質

研究所である.これに次ぎときに5大海洋研究所とし

て数えられるのカミマイアミ大学とここにとりあげたワシ

ントン大学の海洋学部である.

ワシントン大学海洋学部はワシントン州シアトルにあ

りここの海洋地質の主任教授であるDr.D趾NMc-

M州Usの案内で見学した.

この海洋学部は1951年に創設され生物･化学･地

質･海洋物理の4部門をもつ.また同大学の地質学部

写真8ワシントン大学海洋学部の調査船

ThomasG.THOMPSON号の見学

左はしDr.D眺NMcMANUs教授

右はしDr.THムNEH.McCULL0亘

�升�

写真9

オレゴン大学海洋学部海洋科学センタｰの全景�
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写真10オレゴン大学海洋学部長のDr.Jo酬V.BY酬E

第四紀学部とは密接狂協力計画をもち学部コｰスの学

生には地質学部での単位取得が義務付けられている.

職員数は約200人(教授陣併任者を含め約60人専門

職45人技術職43人管理部門29人乗組員22人その

他14人)学部学生的500人(地質･地球物理専攻カミ40

～50%)大学院生100人(地質･地球物理分野が30%)

である.なお全学の学生数は33,000である.予算は

海洋科学部門には重点がおかれ12百万ドノレカミ向けられ

ている.

研究施設としては新しい研究教育校舎や調査船4隻校

とがある.調査船は主力のThomasG･Thompson

号(208フィｰト長1,362トン1965年建造)のほか

HOH号(64フイｰト長91トン)ONAR号(65フイ

ｰト長74トン)COmmand0号(67フィｰト69ト

ン)がある.

海洋学部の研究対象地域はPugetSOmd米国太平

洋北西沿岸北極海北太平洋東太平洋たどである｡

海洋地質地球物理部門での研究課題は海底の地震波

音波探査による研究地殻熱流量測定とテクトニクス

堆積作用タｰビダイト地球化学古生物など多様で

ある.

これらのなかには連邦政府からの委託研究がありそ

の!つとしてUSGSの委託によるアラスカ湾の地質･

地球物理の研究のためのThomasGThompson号の航

海準備カミちょうどすすめられていた.これに同行する

USGSのDr.丁亘A胴H.McCU皿｡亘(ワシントン大学

の併任教授も務める)によるとこの調査の目的はこ

の地域に断層など多いのでマルチチャンネル音波探査

装置を使用して地質構造を把握し石油賦存可能性の評

価将来石油会社に鉱業権賦与の際の基礎的環境デｰタ

を提供することである.今回の期間は2ヵ月であり

今後も継続を希望しているとのことであった.

4.オレゴン州立大学海洋学部海洋科学センタｰ

(MaエineScienceCenter,Schoo1ofOceanogra-

�礬�敧潮却慴敕�癥�楴�

オレゴン州立大学海洋学部はポｰトランドの南85マ

イノレのコノレバリスという人口35,000人の小さな町にある.

ここから酉に56マイノレ離れた海岸の町ニュｰポｰトに付

属研究施設の海洋科学センタｰが置かれている.今回

訪問したのはこのセンタｰであり学部長の海洋地質･

地球物理学者のD工.Jo酬VB醐N週(UJNR海底地質

専門部会頭閥)と会談した.

オレゴン大学海洋学部は1959年の創立で比較的歴史は

若いがその実力はすでに一流クラスのレベルに達した

とDr.BY酬週は自負しており実際にも相当の評価を

受けているようであった.学部には海洋物理化学

地質地球物理生物の各部門があり職員数は約40人

の教授陣を含む150人である.研究施設にはコルバリ

写真11

オレゴン大学の調査船

YAQUINA号�
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スにある2つの校舎(約2,800㎜2と2,300汕2)とニュｰ

㌫よζ節㍍あ貿蓑船㌶㍍内工慧灘鰭

全米科学財団39%海軍研究部33%他の連邦攻府機関

12%州9%原子力委員会7%と放っている.

海洋科学センタｰはニュｰポｰトのYaquinaBay

にあり49工一カｰ(約19ヘクタｰノレ)の敷地と東隣に

252工一カｰ(約100ヘクタｰノレ)の沿岸海洋研究用地を

もちゆったりした環境にある.センタｰには実験室･

教室のほか水族館･陳列館校ど訪間者用の施設をもつ建

物と調査船のバｰスがある.センタｰの研究施設は

主として海洋生物と沿岸海洋学研究用のものでとくに

地元の水産業を支援するためカギカニの養植環境

影響調査などを実施している.

調査船には遠洋調査から沿岸調査までカバｰする4つ

の規模のものが備えられている.その名前はいずれも

太平洋岸のインディアンの名をとっている.主力船は

Yaquina号(180フィｰト900トン1944年建造)のほ

かCayuse号(79フィｰト187トン)Paiute(33フ

ィｰトスポｰツフィシュ船)Sacajawea(37フィｰ

トボｰト)などがある.

5.シェブロン海外項油会社

����癥���整��畭���

シェブロン海外石油会社はスタンダｰド石油資本の

海外事業部門会社でありサンフランシスコの繁華街の

高層ビノレ内にある地質部門のオフイスを訪問Dr.J.O.

S加v醐NDr･KA肌W･STムU亙鵬らの地質専門家と

会談した.ここでは大局的な石油探査の指針として参

考にするためプレｰトテクトニクス仮説にもとづく各

地質時代の陸海境界の復元図のコンピュｰタｰによる摘

記を行ないこれに堆積盆を表裏するという意欲的注プ

ロジェクトの説明を受けた.石油会社で最近のプレｰ

トテクトニクス仮説の応用という非常に基礎的な研究カミ

実施され興味深く聞くと同時にその調査研究の幅の広

さにもあらためて感ずるものがあった.

6.スタンフォｰド大学地球科学部

(Depart加entofEarthScience,StanfordUni一

∀erSity)

スタンフォｰド大学は海洋学部あるいは海洋地質コ

ｰスは毛だないが地球科学の広い分野で有名である.

ここでは地球化学の権威D王.KONR畑KRANsKo珊教授

の案内で熱水溶液の合成実験など研究の施設と状況を

写真12海洋科学センタｰの海洋生物実験用タンク.魚の病理学免

疫を与えるための研究で種々の条件をつくる.

見学することができた.

あとがき

世界はいまエネルギｰ資源食糧環境狂ど諸問題に

直面しその解決は終局的にほ国際的協調に大きく依存

せざるを得ないといわれている.第3次国連海洋法会

議の動向も同様であり従来慣習的に認められてきた公

海の科学調査の自由すら国際協調の枠内での行動へと

変わろうとしている.こういった世界的た傾向を反映

して科学技術分野での国際協カガミ最近より活発にとり

あげられつつある.しかし国際協力の実は長い間の地

道な積重ねの上にあげられるものである.UJN兵の活

動はそういった意味で実績と反省の両面をもつ1つの貴

重た経験例といえよう.海底地質専門部会の成果は一

言でいえば合同部会や個人的な研究者の交流祖とによ

る技術情報･経験の交換を通じ両国における海洋地質

の調査研究の現状と方向を互いに認識しこれをそれ

ぞれの国における海洋地質調査計画に反映させているこ

とである.

最後に今回の合同部会の開催に際し米国側の

SN畑岨部会長をはじめWANG副部会長その他の方々

には一方ならずお世話になった.国内では工業技術

院科学技術庁地質調査所などの関係者の方々にお世

話になった.ここに厚くお礼中し上げる.

(筆者は海洋地質部)�


